
⽇本放射線腫瘍学会のデータベース活⽤

JASTROデータベース委員会
浜松医科⼤学 放射線腫瘍学講座

中村和正

厚⽣労働科学研究費補助⾦がん対策推進総合研究事業
「放射線療法の提供体制構築に資する研究」（21EA1010）

実施済みの放射線腫瘍学会による構造調査に基づき、適切な放射線治
療施設分布とスタッフ数を検討する

研究テーマの進捗状況・今後の予定

2022年構造調査（2021年症例分）

回収率 79.1%(643 / 813施設）2023年2⽉末時点

＊その後29施設よりデータの提出があった。現在、解析中。

＊すでに回収した643施設でのデータについては、「全国放射線治療施設
の2021年定期構造調査報告（速報）」として2024年1⽉に公開

https://www.jastro.or.jp/medicalpersonnel/data_center/cat6/cat/2021.html

研究テーマの進捗状況・今後の予定

「全国放射線治療施設の2021年定期構造調査報告（速報）」
https://www.jastro.or.jp/medicalpersonnel/data_center/cat6/cat/2021.html

研究テーマの進捗状況・今後の予定

「全国放射線治療施設の2021年定期構造調査報告（速報）」
https://www.jastro.or.jp/medicalpersonnel/data_center/cat6/cat/2021.html

研究テーマの進捗状況・今後の予定

2024年構造調査（2023年症例分）予定

 JASTROとJIRA (⽇本画像医療システム⼯業会)でNDBデータベース作
成協働作業

RI内⽤療法症例データベースのプラットフォーム構築
- ルタセラ、MIBGについての登録プラットフォーム構築を検討中
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